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今
年
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」（
社
明
運
動
）
が
市
川
浦

安
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
毎
年
７
月
に
全
国
規

模
で
行
わ
れ
て
お
り
、「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
て
継
続
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
犯
罪
や
非
行
の
実
態
は
、
幼
児
虐
待
事

件
や
少
年
同
士
の
リ
ン
チ
事
件
等
、
想
像
す
る
だ
に
恐
ろ
し
い
残
虐

な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ど
の
様
な
家
庭
環
境
に
育
ち
、
ど
の

様
な
教
育
を
受
け
た
少
年
や
若
者
が
そ
れ
ほ
ど
残
虐
な
行
為
を
す
る

の
か
？
　
幼
児
期
の
家
庭
環
境
と
教
育
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

我
々
保
護
司
は
再
犯
罪
や
再
非
行
を
無
く
す
事
を
目
標
と
し
て

日
々
保
護
司
活
動
を
続
け
、
陰
な
が
ら
常
に
社
明
運
動
を
継
続
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
年
に
一
度
の
社
明
運
動
も
65
回
目
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
ど
れ
だ
け
一
般
社
会
に
認
知
さ
れ
て

い
る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
。
社
明
運
動
が
広
く
社
会
に
認
知
さ
れ

る
方
法
の
一
環
と
し
て
法
務
省
及
び
全
国
保
護
司
連
盟
と
日
本
更
生

保
護
協
会
の
主
唱
に
よ
り
小
中
学
生
に
よ
る
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
務
教
育
の
過
程
で
こ
の
運
動
を
知
っ
て
貰
う

た
め
に
は
大
変
有
意
義
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
小
中
学
生

が
大
人
に
な
り
在
学
中
に
社
明
運
動
に
関
す
る
作
文
を
書
い
た
事
を

思
い
出
し
そ
の
事
が
犯
罪
抑
止
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
犯
罪

や
非
行
が
皆
無
に
な
る
事
は
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
が
、
刑
務
所
や

保
護
司
の
数
が
最
小
限
で
済
む
様
に
な
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
司
に
任
命
さ
れ
23
年
目
を
迎
え
今
尚
こ
の

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
事
に
幸
せ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

第65回　社会を明るくする運動
市川市　平成27年７月８日（水）

浦安市　平成27年７月９日（木）

市川市 出陣式

浦安市 街頭キャンペーン

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
実
現
を

市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
　
　
　
　
　

常
務
理
事
　
本
司
　
俊
喜
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平
成
27
年
６
月
４
日
、
保
護
司
処
遇
基
礎
力
強
化
研

修
（
第
１
次
研
修
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
保
護

司
と
し
て
新
任
で
あ
り
、
留
意
す
べ
き
点
を
実
務
に
当

て
は
め
て
受
講
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
今
後
、

や
が
て
行
う
で
あ
ろ
う
生
活
環
境
調
整
の
実
施
方
法
等

の
講
義
を
受
け
た
後
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
先

輩
保
護
司
の
体
験
で
、
あ
え
て
具
体
的
な
言
葉
の
や
り

取
り
の
全
貌
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
面
接
で
本
人
を
理
解

し
、
問
題
点
を
知
り
、
信
頼
関
係
を
結
び
な
が
ら
助
言

す
る
。
単
な
る
言
葉
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
無
く
、
ど
こ

ま
で
も
こ
ち
ら
の
聞
く
力
や
人
間
力
が
問
わ
れ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。

私
は
現
在
自
営
業
で
全
国
各
地
へ
の
出
張
が
多
い

上
、
納
期
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
人
と
人
の
信
頼
が
欠
落
し
た
『
不
信
』
の
二
文
字

が
根
底
に
あ
る
現
代
に
、
人
に
寄
り
添
う
事
へ
の
重
要

性
を
痛
感
し
保
護
司
と
し
て
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
を
機
に
基
礎
知
識
を
更
に
学
び
、
『
言
葉
は

宝
』
最
高
の
言
葉
を
使
い
な
が
ら
「
あ
の
人
が
い
た
か

ら
今
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
保
護
司
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
市
川
市
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
阪
、
神
戸
、
横
浜
の

保
護
観
察
所
に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
千
葉

で
は
平
成
19
年
か
ら
２
年
間
、
平
成
25
年
か
ら
３
年
目

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

保
護
司
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
や
御
自
身
の
生

活
が
あ
る
中
、
更
生
保
護
の
た
め
に
御
尽
力
く
だ
さ

り
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
新
任
保
護
司
か
ら
「
こ
ん
な

に
大
変
だ
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
「
私
に
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
」
な
ど
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
近
年
、
保
護
司
活
動
が
多
岐
に
わ
た
り
、
保
護
司

組
織
を
挙
げ
て
の
活
動
や
、
新
た
な
施
策
を
学
ん
だ
り

す
る
機
会
が
増
え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
保
護
司
で
も
職
務
の

内
容
に
圧
倒
さ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
保

護
司
活
動
が
負
担
に
な
り
す
ぎ
ず
、
「
大
変
だ
け
れ
ど

も
、
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
保
護
観
察
官
と
し
て
力
を
尽
く
し
て
い
く
所

存
で
す
。

ま
た
、
全
て
の
対
象
者
が
、
適
し
た
環
境
で
生
活
で

き
、
持
っ
て
い
る
良
い
面
を
発
揮
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
意
識
し
、
模
索
し
な
が
ら
、
日
々
処
遇
に

本
年
４
月
に
静
岡
の
沼
津
駐
在
官
事
務
所
か
ら
参
り

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

千
葉
県
で
の
生
活
は
初
め
て
の
た
め
、
地
域
事
情
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
往
訪
時
に
道
に
迷
っ
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
保
護
司
の
皆
様
に
は
暖
か
く
接
し
て
い
た
だ

き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

市
川
浦
安
地
区
の
保
護
観
察
対
象
者
の
な
か
に
も
他

所
か
ら
移
り
住
ん
で
来
た
者
は
多
く
い
ま
す
。
頼
れ
る

人
が
近
く
に
居
な
い
地
域
で
生
活
す
る
心
細
さ
や
ス
ト

レ
ス
は
私
に
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
で
、

保
護
観
察
官
や
保
護
司
か
ら
一
方
的
に
指
導
的
な
事
を

言
わ
れ
て
も
素
直
に
受
け
入
れ
る
者
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
時
は
、
相
手
の

心
情
を
理
解
し
、
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
役

割
を
意
識
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
本
人
と
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
処
遇
に
関
し
て
少
し

で
も
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
保
護
観
察
対
象
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
に
も
、

皆
様
と
十
分
に
協
議
を
重
ね
、
一
体
感
を
持
っ
て
処
遇

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

保
護
司
処
遇
基
礎
力
強
化
研
修
に
参
加
し
て

吉
田
　
一
美
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
保
護
観
察
所

　
　
　
　
　
　

市
川
担
当
主
任
保
護
観
察
官

　

秋
山

　
智
子

千
葉
保
護
観
察
所

　
　
　
　
　
　

浦
安
担
当
保
護
観
察
官

　

扶
滋
倉

　
卓
也

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
月
26
、
27
日
栃
木
県
の
黒
羽
刑
務
所
視
察
研
修
が
、

参
加
者
29
名
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
黒
羽
刑
務
所
訪
問
は
３
回
目
で
前
回

（
平
成
15
年
）
の
参
加
者
が
こ
の
中
に
８
名
い
る
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

記
念
す
べ
き
初
視
察
研
修
が
黒
羽
刑
務
所
で
し
た
。

那
須
と
八
溝
山
系
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別

名
〝
森
の
刑
務
所
〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

県
内
の
喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
同
様
、
官

民
協
働
運
営
刑
務
所
で
、
研
修
室
に
案
内
し
て
く
れ
た

女
性
は
刑
務
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
拘
束
連
行

な
ど
権
力
行
使
は
刑
務
官
が
行
い
、
警
備
、
面
会
受
付
、

案
内
や
事
務
、
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
を
、
民
間

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

収
容
者
は
、
初
犯
者
が
多
く
、
刑
期
が
10
年
未
満
で

平成27年２月26日　黒羽刑務所

水戸の偕楽園にて

黒
羽
刑
務
所
を
見
学
し
て

　
　
　 

　
谷
口

　
浩
之
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

ブ
ロ
ッ
ク
事
例
研
究
会

　
　
　 

　
中
村

　
龍
民
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

「
今
、
思
う
」

　
　
　 

　
湯
浅

　
精
一
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

犯
罪
傾
向
が
進
ん
で
い
な
い
26
歳
以
上
の
男
子
。
収
容

者
数
は
一
時
ほ
ど
多
く
な
く
、
定
員
１
８
２
０
名
の

68
％
。
そ
の
た
め
か
空
い
た
個
室
が
目
立
ち
ま
し
た
。

視
察
の
木
工
工
場
は
、
所
内
で
も
主
力
作
業
で
、
他

に
金
属
、
印
刷
な
ど
が
あ
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
黒

羽
だ
る
ま
」
づ
く
り
作
業
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

再
犯
防
止
の
た
め
、
職
業
訓
練
、
就
労
支
援
や
教
育

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
増
え
る
高
齢
者
の
た
め
、

食
事
内
容
や
仕
事
の
軽
減
、
介
護
士
の
資
格
を
持
つ
女

性
刑
務
官
の
配
置
な
ど
福
祉
的
な
要
素
が
増
え
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
年
ほ
ど
前
、
施
設
面
接
で
お
世
話
に
な
っ
た
看
守

部
長
に
会
い
お
礼
を
述
べ
て
、
黒
羽
を
後
に
し
ま
し
た
。

３
月
11
日
、
13
名
の
参
加
で
、
国
府
台
の
根
本
寺
に

お
い
て
事
例
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
目
と
な
る
こ
の
日
は
、
ま

ず
被
災
物
故
者
の
追
悼
を
本
堂
で
行
っ
て
か
ら
研
究
会

に
臨
み
、
最
初
に
昨
秋
、
保
護
司
を
退
任
さ
れ
た
、
右

谷
孝
子
氏
よ
り
、
「
保
護
司
と
し
て
心
が
け
て
き
た
こ

と
」
と
題
し
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
「
対
象
者
に
は
自

分
の
価
値
観
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
、
初
め
て
の
面
接

で
は
約
束
事
を
主
に
話
す
」
な
ど
、
貴
重
な
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
全
員
か
ら
事
例
報
告
や
意
見
の
交
換
を
し
て
も

ら
い
、
終
了
後
、
主
任
官
を
交
え
て
懇
話
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

三
十
年
余
り
前
、
知
人
か
ら
、
少
年
院
帰
り
の

少
年
を
面
倒
み
て
く
れ
な
い
か
と
相
談
が
あ
っ

た
。
私
が
鳶
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
働
く
こ

と
の
厳
し
さ
と
楽
し
さ
を
味
あ
わ
せ
た
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
バ
ケ
ツ
運
び
や
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
な
ど
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
な
が
ら
や
る

弱
々
し
い
姿
が
あ
っ
た
。
学
校
で
威
張
っ
て
い
る

姿
は
な
か
っ
た
。
２
週
間
ほ
ど
で
学
校
に
戻
っ
て

い
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
し
た
か
な
と
思
っ
た
。

50
歳
の
時
地
元
の
人
か
ら
こ
の
地
区
で
保
護
司

が
い
な
い
の
で
や
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
話
が
き

た
。
前
述
し
た
経
験
も
あ
り
、
「
は
い
、
い
い
で

す
よ
。
」
と
引
き
受
け
た
。
研
修
を
通
じ
責
任
重

大
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
幸
い
家
族
は
娘
も
息
子

も
成
人
し
、
妻
も
教
員
と
い
う
こ
と
で
協
力
的
で

あ
っ
た
。
環
境
調
整
な
ど
の
家
庭
訪
問
は
最
初
の

こ
ろ
は
慣
れ
な
く
て
と
て
も
苦
労
し
た
。
最
近
は

経
験
を
積
ん
だ
分
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
な
っ

た
。
職
人
の
仕
事
を
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
人

と
の
対
応
は
苦
手
で
上
手
に
相
手
に
話
す
こ
と
も

不
得
意
だ
っ
た
。
公
民
館
の
話
し
方
教
室
な
ど
も

通
っ
て
自
分
な
り
に
努
力
し
た
。
し
か
し
、
職
人

は
そ
う
ペ
ラ
ペ
ラ
は
喋
れ
な
い
。
自
分
の
あ
り
の

ま
ま
で
こ
れ
か
ら
も
対
象
者
に
接
し
更
生
へ
の
道

へ
と
進
め
て
あ
げ
た
い
。
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９
月
15
日
（
火
）
　
　
一
日
駐
在
（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

９
月
18
日
（
金
）
　
　
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

９
月
18
日
～
19
日
　
一
泊
施
設
研
修
会
（
宮
城
刑
務
所
）

10
月
16
日
（
金
）
　
　
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

10
月
17
日
（
土
）
～
18
日
（
日
）
　
　
浦
安
市
民
ま
つ
り

11
月
７
日
（
土
）
　
　
い
ち
か
わ
市
民
ま
つ
り

11
月
17
日
（
火
）
　
　
一
日
駐
在
（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

11
月
中
旬
（
予
定
）
　
役
員
会
・
第
三
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
市
川
市
文
化
会
館
）

11
月
19
日
（
木
）
　
　
第
59
回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会
（
東
金
市
）

11
月
20
日
（
金
）

　
　
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

12
月
18
日
（
金
）

　
　
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

今
後
の
行
事
予
定
（
平
成
27
年
度
）

退
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

新
役
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

　
河
西

　
明
子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
平
成
３
年
４
月
１
日
委
嘱
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
31
日
退
任

　
長
谷
川

　
征
三
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
平
成
15
年
７
月
１
日
委
嘱
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
６
月
30
日
退
任

　
西
脇

　
保
幸
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
平
成
17
年
７
月
１
日
委
嘱
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
６
月
30
日
退
任

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
部
員
一
同
頑
張
っ
て
作
り
ま
し
た
。

ご
意
見
、
ご
要
望
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

２
月
18
日
、
26
年
度
第
４
期
地
域
別
定
例
研
修
（
自

主
企
画
）
が
、
東
京
地
方
裁
判
所
刑
事
裁
判
の
傍
聴
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
38
名
の
参
加
で
し
た
。

部
会
長
　
中
嶋
　
貞
行
　
　
副
部
会
長
　
中
溝
　
敬
子

　
　
　
　
中
川
　
明
子
　
中
村
　
龍
民
　
今
西
　
美
和
子

編
集
後
記

広
報
部
会

退
任
に
あ
た
っ
て

長
谷
川

　
征
三
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
17
年
７
月
保
護
司
の
委
嘱
を
受
け
12
年
間
続
け

ら
れ
た
の
は
家
族
の
協
力
と
先
輩
の
先
生
方
、
市
社
協

の
お
蔭
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

７
～
８
年
前
母
子
家
庭
の
青
年
を
担
当
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
青
年
は
面
接
す
る
た
び
に
母
親
に
心
配
を

か
け
た
こ
と
を
反
省
し
、
見
事
に
更
生
し
ま
し
た
。
先

日
駅
前
で
一
台
の
車
が
止
ま
り
、
「
先
生
、
そ
の
節
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」
母
親
も
降
り
、
「
息
子
に
も

彼
女
が
で
き
、
赤
ち
ゃ
ん
も
お
腹
の
中
に
い
ま
す
。
」

と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
成
人
式
を
迎
え
る
ま
で
待
ち
結
婚
し
た
青
年
も

い
ま
し
た
。
面
接
の
日
は
大
雨
で
し
た
。
約
束
の
場
所

で
待
っ
て
い
る
と
、
「
私
の
家
族
で
す
。
」
と
妻
と
子
供

を
紹
介
さ
れ
、「
先
生
、
今
が
一
番
幸
せ
で
す
。
」
と
言
っ

た
の
で
す
。
み
ん
な
君
の
努
力
だ
と
ほ
め
て
あ
げ
ま
し

た
。

鶴
田
　
一
嘉
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

去
る
平
成
二
十
七
年
四
月
十
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
（
在
籍
八
年
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

会
　
　
長
　
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
那
　
須
　
隆
　
吉

副

会

長
　
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
山
　
﨑
　
　
　
孝

副

会

長
　
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
江
　
澤
　
勇
　
一

常
務
理
事
　
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
本
　
司
　
俊
　
喜

会
　
　
計
　
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
飯
　
田
　
勝
　
子

理
　
　
事
　
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
湯
　
浅
　
精
　
一

理
　
　
事
　
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
石
　
井
　
孝
　
幸

理
　
　
事
　
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
中
　
嶋
　
貞
　
行

理
　
　
事
　
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
島
　
根
　
太
　
真

理
　
　
事

　
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
瀧

　
澤

　
勝

　
利

理
　
　
事

　
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
三

　
橋

　
　
　
勇

理
　
　
事

　
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
松

　
倉

　
　
　
勉

理
　
　
事

　
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
及

　
川

　
勝

　
行

理
　
　
事

　
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
畑

　
田

　
玲

　
子

理
　
　
事

　
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
岩

　
田

　
文

　
親

理
　
　
事

　
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
朝

　
倉

　
忠

　
文

理
　
　
事

　
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
谷

　
口

　
浩

　
之

理
　
　
事
　
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
富
　
山
　
勝
　
夫

理
　
　
事
　
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
榎
　
本
　
俊
　
夫

理
　
　
事
　
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
齋
　
藤
　
博
　
昭

監
　
　
事
　
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
中
　
川
　
明
　
子

監
　
　
事
　
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
草
　
場
　
聖
　
子

去
る
５
月
13
日
、
山
崎
製
パ
ン

企
業
年
金
基
金
会
館
に
お
い
て
、

平
成
27
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
一
斉
改
選

が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
新
役
員
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

訃　報
（敬称略）

第
４
期
地
域
別
定
例
研
修
会（
自
主
企
画
）


